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下記の研修会を京都産業保健総合支援センターとの共催で開催します。
受講は無料ですので，皆様方のご参加をお待ちしております。
お申し込みは，下記（一覧表の下）をご参照もしくは 075－212－2600 へお問い合わせください。
なお，単位不足の方等が多数おられますので，すでに単位を充足されている方は，ご配慮いただき
ますようお願い申し上げます。

以下の対応をいたしますので，ご了承ください。
１）感染症の流行状況によって，開催を中止する可能性がございます。
２）必ずマスク持参の上，ご参加ください。
３）他府県からの参加はご遠慮いただく場合があります。

※以下の研修会は、日医認定産業医研修会として申請中
日時・場所 テーマと概要 定員 講　師

４月４日（木）
午後２時~
　　　午後４時
京都府医師会館
３階会議室
（JR二条駅東側）
※�公共交通機関を
ご利用ください

「メンタルヘルス不調者への対応」
　2022 年度の労働安全衛生調査では過去１年間に
メンタルヘルス不調により連続１か月以上休業した
労働者または退職した労働者がいた事業所の割合は
13.3％で，毎年増加しています。
　産業医としてメンタルヘルス不調者への対応への
ニーズは高く，実際にどのように対応すればよいの
かを事例をもとに考えます。
生涯（実地）２単位

50 名
京都産業保健
総合支援センター
　相談員　櫻木　園子�氏

４月 11 日（木）
午後２時~
　　　午後４時
京都府医師会館
３階会議室
（JR二条駅東側）
※�公共交通機関を
ご利用ください

「労働安全衛生法に係る政省令改正による   
  新たな化学物質規制について」
　労働安全衛生法に係る政省令が改正され，令和５
年から６年にかけて施行されていきます。本研修で
は政省令改正の背景，今後の化学物質規制の基軸を
される「自律的な管理」の内容について説明をいた
します。
生涯（更新）２単位

80 名
京都産業保健
総合支援センター
　相談員　篠原　耕一�氏

４月 24 日（水）
午後２時~
　　　午後４時
市民交流プラザ
ふくちやま３階
視聴覚室
（JR福知山駅すぐ）

「産業医のための熱中症対策」
　年々猛暑，酷暑と呼ばれる日が増えており，熱中
症による労災事故も発生しています。産業医として，
事業者や衛生管理者を指導するための情報について
学び，衛生委員会で役立ててください。
生涯（専門）２単位

20 名
京都産業保健
総合支援センター
　相談員　古海　勝彦�氏

産業保健研修会のご案内
（令和６年４月～令和６年５月）



2024 年（令和 ６年）３月 １日　No.22６4（ １６ ）

日時・場所 テーマと概要 定員 講　師

５月８日（水）
午後２時~
　　　午後４時
京都府医師会館
３階会議室
（JR二条駅東側）
※�公共交通機関を
ご利用ください

「熱中症対策の基本について」
　労働衛生の３管理に基づく熱中症対策の基本事項
および経口補水液の有効活用を解説します。
生涯（専門）２単位

80 名
京都産業保健
総合支援センター
　相談員　内山　鉄朗�氏

５月 16 日（木）
午後２時~
　　　午後４時
京都府医師会館
３階会議室
（JR二条駅東側）
※�公共交通機関を
ご利用ください

「企業に求められる「目の健康管理」と「視覚障害
者への対応」－京都ロービジョンネットワークと連
携を－
　高齢化と IT 化が進む現代社会では，眼の健康管
理や「見えにくい」，「見えにくくなった」労働者へ
の対応が必須です。①一般労働者の眼の健康管理の
ポイントについて解説します。②企業に求められる
視覚障害者への対応について解説し，京都での連携
先として「京都ロービジョンネットワーク」（2017
年設立，京都府眼科医会を含む 13 団体で構成）を
紹介します。
生涯（専門）２単位

80 名
京都府立医科大学
眼科学教室
　　助教　鎌田さや花�氏

５月 23 日（木）
午後２時~
　　　午後４時
京都府医師会館
３階会議室
（JR二条駅東側）
※�公共交通機関を
ご利用ください

「口腔衛生活動について」
　口腔の衛生や機能を維持することがオーラルフレ
イルや疾患の予防に効果があり，医療費の抑制につ
ながると言われています。
　これらの説明と，今求められている口腔健康管理
についてお話させていただきます。
生涯（専門）２単位

80 名
京都産業保健
総合支援センター
　相談員　松井　大輔�氏

５月 31 日（金）
午後２時~
　　　午後４時
京都府医師会館
３階会議室
（JR二条駅東側）
※�公共交通機関を
ご利用ください

「高齢者就労の問題について」
　高齢化社会が急速に進む中，公務員で 65 才まで
定年の引上げが発表され，今後は 70 才まで働く時
代が到来することが予想されます。しかし，疾病の
増加，労働災害の増加，加齢にともなう機能低下な
ど様々な問題が考えられます。今回は，これらの問
題の現状や課題などを考え，健康管理部門がどのよ
うな役割を果たすべきかを検討したいと思います。
あわせて，高齢就労者についての身体機能測定につ
いても考えたいと思います。
生涯（専門）２単位

80 名
京都産業保健
総合支援センター
　相談員　坂田　晃一�氏

■お申し込み方法■
　�　「京都産業保健総合支援センター」研修ページ（https://www.kyotos.johas.go.jp/
training-new）または，右記二次元バーコードからお申し込みください。
　　定員に達している場合はお申し込みできませんので，ホームページでご確認ください。

■受付開始日■
　　研修受付開始日は同センター（TEL：075－212－2600）にご確認ください。
　 　なお，同センターのHPおよびメールマガジン（月２回発行。登録（無料）が必要です。）でもお知らせ
しています。

■お問い合わせ先■
　独立行政法人労働者健康安全機構　京都産業保健総合支援センター
　電話．075－212－2600　　FAX．075－212－2700
　〒 604－8186　京都市中京区車屋町通御池下ル梅屋町 361－１　アーバネックス御池ビル東館５階


